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属病院と歯学部附属病院を組織的に統合し，新た

な部局として東北大学病院を創設しました．それ

以来，医科歯科連携を推進する装置として，「顎顔

面補綴」が医科と歯科を具体的に綴る役割を担っ

てきました．6 年前のテーマは周術期からリハビ

リテーションを含めた顎顔面補綴におけるリエゾ

ン医療に焦点を当てた「リエゾン顎顔面リハビリ

テーション」でしたが，今回はさらに進化したリ

エゾン医科歯科連携と，それを基盤にした顎顔面

補綴の新しい方向性を討論し，「顎顔面補綴の新

機軸」を示すことができればと期待しております．

　今回の学術大会のプログラムは，香取幸夫東北

大学病院副病院長（耳鼻咽喉科・頭頸部外科）に

よる特別講演，「医科歯科連携への AI 応用」や「嚥

下治療センターにおける多職種連携」をテーマと

したシンポジウム，「顎補綴治療のストラテジー

（上顎編）」を示す教育研修会，さらには第 2 回

PAP ハンズオンセミナーも企画しております．

第42回総会・学術大会案内

会　期：2025 年 6 月 20 日（金）〜 21 日（土）

会　場：東北大学星陵オーディトリアム

　この度，第 42 回日本顎顔面補綴学会総会・学

術大会を「顎顔面の新機軸」をメインテーマとし

て，2025 年 6 月 20 日（金）・21 日（土）に宮

城県仙台市の東北大学医学部開設百周年記念ホー

ル（星陵オーディトリアム）において，開催する

運びとなりました．31 回大会を髙橋　哲先生が，

36 回大会は佐々木啓一先生が大会長として開催

されましたので，ほぼ 5，6 年毎の仙台での開催

となっています．

　東北大学では 2005 年に，それまでの医学部附

大会長　小山　重人 先生
（東北大学大学病院顎顔面口腔再建治療部 部長）

会場：東北大学星陵オーディトリアム
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　第 42 回大会が，本学会のさらなる発展に寄与

し，活発で有意義な情報交換の機会となりますよ

う願っております．第 41 回大会からの間隔が短

い開催とはなりますが，懇親の場としての会員情

報交換会も用意しておりますので，多数の会員の

皆様のご参加を心からお待ちしております．

理事長挨拶

　本学会の理事長として 2024 年 6 月から第二

期を務めております．ご挨拶がわりに第一期のお

もな学会活動を報告し，第二期の方針について述

べます．

　2022 年 6 月に新執行部になり（第一期），従

来からの活動に加え，関連学会との連携強化およ

び地域歯科医療の支援を目標にしました．日本顎

顔面インプラント学会と学術連携を図り，共同研

究「広範囲顎骨支持型装置・広範囲顎骨支持型補

綴に関する多機関共同研究」を 2022 年に開始し

現在も継続しています．さらに，第 41 回総会・

学術大会（2024 年 11-12 月，福岡市）を同学

会との合同開催としました．また，米国顎顔面

補綴学会（AAMP）とは，2023 年 10 月に San 

Diego にて調印・協定締結し，連携強化を図っ

ています．コロナ禍で低迷した国際交流は復活し，

第二期ではさらなる活発化を図ります．

　第一期に新設の地域医療支援委員会は，地域

歯科医師会等を対象に日常臨床に応用可能な「顎

顔面補綴」診療のセミナーを複数実施しました．

学会初のハンズオンセミナー「PAP 治療ワーク

ショップ」（2023 年 6 月，名古屋）が好評でした

ので，第二期ではこれを参考に同委員会主導のハ

ンズオンセミナーの開催を継続したいと考えます．

　医療委員会が中心となり，毎年，医療技術評価

提案を行っています．とくに，同委員会主導で

実施した顎顔面補綴治療のタイムスタディーは，

Japanese Dental Science Review に発表され

（Murase et al. 2024），これが貴重な科学的根

拠となって保険診療の変更へと繋がりました．

　第二期でもいずれの学会活動も積極的に継続し

ます．現在直面する課題として連続する運営費の

支出超過があるため，今後は第一期新設の財務委

員会が中心となり，その解消に着手していきます．

会員のみなさま，さらなるご支援ご協力を何卒よ

ろしくお願い申し上げます．

　この度，第 5 代本学会理事長，第 11 回総会学

術大会長をお勤めになられた，石橋寛二先生から，

ご寄稿を頂きました．ご協力を賜りましたこと紙

面をお借りして厚く御礼申し上げます．

� （広報委員会委員長　中島純子）

学会でのエピソード・印象に残っていること

　1994 年に盛岡市で開催した第 11 回総会シンポ

ジウムの打ち合わせを前日に行った時のことです．

「義顎」か「顎義歯」か，で延々と激しい討論が続き，

そのまま翌日の本番に突入，この尋常で無い情熱

が本学会の原点なのだと思い知ったのでした．

本学会に期待すること．現役学会員へ一言

　医学界における本学会の立ち位置は極めて重要

で，いつか必ず訪れる医歯一元化の時代に向けて

リーダーシップを発揮する力を蓄えておいて欲し

いと願っております．

　会員個々が症例報告を活発に積み重ね，学術大

会と学会誌上で討論し，学会がそれをまとめて普

遍的な方向性を示して行くことが重要です．その

ことが本学会を科学として更に発展させる原動力

になるものと考えます．

名誉会員に聞く3
（石橋寛二先生・岩手医科大学名誉教授）松山　美和 理事長
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　恵佑会札幌病院は，消化器がんなど消化器疾患

の治療に力を入れている施設で，1981 年に札幌

市白石区に開設し，2021 年現在の新病院へ移転

しました．

　「悪性腫瘍の診断・治療・再発・終末期を一貫

として行う」を病院理念とし，病床数は 229 床で，

がん診療連携拠点病院に指定されています．

　歯科口腔外科は 1988 年に開設され，現在，歯

科医師 9 名（口腔外科 7 名，補綴 2 名）にて，

歯科医療の後方支援病院としての役割を担いなが

ら，歯科疾患全般に加え，口腔がん・顎変形症・

インプラント・再植・移植・顎堤形成・顎補綴・

周術期口腔機能管理などを行なっています．

　口腔がん術後の顎補綴治療は，長年に亘り数多

くの症例を手がけています．口腔外科担当医から

依頼があれば，補綴医 2 名が顎補綴治療を必要

に応じて行なっています．上下顎欠損，舌口底欠

損に対して必要があれば，インプラント支持の顎

義歯を製作する場合もあります．

　顎顔面補綴学会の活動として，筆者は 1996 年

から継続的に演題を提出していましたが，諸般の

事情により 2021 年の WEB 学会発表をもって終

了しました．活動中は会員の先生方には大変お世

話になりました．この場をもってお礼に代えさせ

ていただきます．

� （恵佑会札幌病院　栃原義之先生）

会員施設の紹介
恵佑会札幌病院

関連学会報告

　令和 6 年 11 月 3 日〜 5 日に米国フロリダ州

Naples にて第 71 回アメリカ顎顔面補綴学会が

「The World of Maxillofacial Prosthetics」 を

テーマに開催されました．10 月後半の Hurricane  

Milton のために学会場が変更となりましたが，

無事の開催となりました．

　学術大会初日には，ポスター発表が行われ，日

本からは東京科学大学の原口美穂子先生，谷 皇

子先生，苗 梦晗先生，愛知学院大学の磯村美智

子先生，UCLA の柴田瑠子先生 5 演題の発表が

ありました．また，2 日目には日本顎顔面補綴学

会からの招待講演として，愛知学院大学の吉岡が

「Analysis of facial movement and skin tex-

ture for fabricating facial prosthesis using 4D 

facial expression models.」をテーマに講演をさ

せていただきました．昨年の AAMP では本会が

AAMP との Strategic Alliance を締結したこと

もあり，本学会の活動の簡単な紹介を含め講演を

いたしました．今年は，新たにラテンアメリカ顎

顔面補綴学会が AAMP との締結を行いました．

　本国アメリカからの参加者はもちろんですが，

カナダ，ブラジル，エジプト，トルコ，香港，シ

ンガポール，インド，オランダ，ポーランド，ウ

ズベキスタンなど世界中から参加者，演者があつ

まり，国際色豊かな大会となりました．また，デ

ジタル技術を導入した顎顔面補綴の講演やワーク

71st AAMP
American Academy of Maxillofacial 

Prosthetics

恵佑会札幌病院
（北海道札幌市白石区本通）

愛知学院大学　吉岡 文先生の口演
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関連学会のご案内

●第 48 回日本嚥下医学会総会・学術講演会

　会　期：�2025 年 2 月 21 日〜 22 日

　大会長：丹生　健一

　（�神戸大学大学院耳鼻咽喉科頭

頸部外科学分野） 

　会　場：神戸国際会議場

●�第 43 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会

　会　期：�2025 年 2 月 27 日〜 28 日

　大会長：片 倉　 朗

　（東京歯科大学口腔病態外科学講座）

　会　場：一橋講堂

●�第 51 回日本コミュニケーション障害学会学術

講演会

　会　期：2025 年 5 月17 日〜 18 日

　大会長：井㟢　基博

　（熊本保健科学大学保健科学部）

　会　場：熊本保健科学大学

●�International Anaplastology Association 

Conference

　会　期：2025 年 6 月 12 日～ 14 日

　会　場：�Martin’s Klooster, Leuven, Belgium

ショップなども行われました．講演の中では，口

腔内のスキャンや顔面のスキャンが従来よりも簡

略化されている講演が目を引きました．

　奇しくも，アメリカ大統領選挙の最中でした

が，選挙に負けない盛り上がりをみせました．2

日目の夜に行われたレセプションでは，往年の

理事長も多数参加され，Salvatore J. Esposito

先生をはじめ多くの legend にもお会いするこ

とができました．学術大会全体では海外からの

参加も含め 234 名の参加があり，盛会となりま 

した．学術大会の詳細につきましては，AAMP の

Facebook などでも確認できます．次回の大会は

2025 年 10 月 18-21 日に米国の New Orleans

で行われる予定です．� （広報委員　吉岡　文）

　アメリカの Foundation for Oral-facial Reha-

bilitation では，現在 $34.99 で Lifetime member 

になることができ，その特

典として，Beumer’s Maxil-

lofacial Rehabilitation – 

Prosthodontic and Surgi-

cal Considerations. のPDF

と電子版にアクセスすること

ができます．（ハードカバー

の本は，約 $70）ご興味の

ある方は，右下 QR コードよ

り HP を参照してください． 

� （広報委員　吉岡　文）

Beumer's Maxillofacial Rehabilitation 
Prosthodontic and Surgical Consideration

電子版のご案内
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左から吉岡 文先生，Esposito先生，Sharma先生， 
柴田瑠子先生，磯村美智子先生

皆様のご意見をお寄せください．

一般社団法人日本顎顔面補綴学会　広報委員会
委員長	 中島純子
委　員	 猪原　健，大木明子，佐藤奈央子，
	 村上和裕，宮本哲郎，吉岡　文
E-mail：max-service@onebridge.co.jp


